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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外箱内に配置された外槽と、
　上記外槽内に回転可能に配置された回転槽と、
　空気を吸入するための吸気口から、乾燥用空気を上記外槽に供給する空気供給部と、
　上記外槽に洗濯水を供給する給水通路と、この外槽内の空気を排出する排気通路とを兼
ねる給水排気通路と、
　上記外箱に形成され、上記給水排気通路に連なる排気口と
を備えることを特徴とする洗濯乾燥機。
【請求項２】
　請求項１に記載の洗濯乾燥機において、
　上記吸気口と排気口は上記外箱の背面に形成されるとともに、上記吸気口には吸気口を
通過する空気に含まれる塵埃等を捕集する吸気フィルタを、上記排気口には排気口を通過
する空気に含まれる糸屑等を捕集する排気フィルタを備えることを特徴とする洗濯乾燥機
。
【請求項３】
　請求項２に記載の洗濯乾燥機において、
　上記吸気フィルタと排気フィルタは、上記外箱の上面から各々着脱されるように形成さ
れていることを特徴とする洗濯乾燥機。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内部が密閉される外槽内に、回転槽を回転可能に配置した洗濯乾燥機に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の洗濯乾燥機としては、図４の模式縦断面図に示すようなものがある。こ
の洗濯乾燥機は、外箱１０１内に外槽１０２を配置し、この外槽１０２の上端を外槽カバ
ー１０３で覆っている。この外槽カバー１０３は、外槽１０２内に鉛直軸回りに回転可能
に設けられる回転槽１０４へ洗濯物を出し入れを行なうための開口部１０５を有している
。外槽カバー１０３には、外槽カバー１０３に回動可能に内蓋１０６が設けられており、
開口部１０５を開閉する。また、外槽カバー１０３には、外槽１０２内に水を供給する図
示されない給水口１０７と、外槽１０２内に温風を供給する給気口１０８と、外槽１０２
内の空気を排出する排気口１０９とが形成されている。なお、給気口１０８には外箱１０
１内に吸気される空気に含まれる塵埃等を捕集する吸気フィルタ１１０が、排気口１０９
には回転槽１０４内の洗濯物から飛散する糸屑等を捕集する排気フィルタ１１１が設けら
れており、乾燥運転時に回転槽１０４内に投入された洗濯物への塵埃等の付着の防止や外
槽１０２からの排気による洗濯乾燥機の外部空間への糸屑の排出の防止がなされる。また
、給気フィルタ１１０から給気口１０８までの通気経路にはヒータ１１２および送風ファ
ン１１３が設けられている。
【０００３】
　この洗濯乾燥機は、給水口から外槽１０２及び回転槽１０４に洗濯水を給水し、回転槽
１０４を回転駆動して、洗い及びすすぎ運転を行う。すすぎ運転が終了すると、外槽１０
２及び回転槽１０４内の洗濯水を排水し、回転槽１０４を高速で回転駆動して脱水運転を
行う。脱水運転が終了すると、送風ファン１１３により吸気フィルタ１１０を介して洗濯
乾燥機内へと空気を取り込み、この取り込んだ空気をヒータ１１２により加熱して、給気
口１０７より外槽１０２及び回転槽１０４内に温風を供給する。この温風にて回転槽１０
４内の洗濯物の水分を蒸発させることにより乾燥運転が行われる。洗濯物から蒸発した水
分を含む湿り空気は、排気口１０９及び排気フィルタ１１１を介して外箱１０１と外槽１
０２との間の空間に排出され、この外箱１０１に設けられた図示されない開口部から洗濯
乾燥機の外部に排出される。
【０００４】
　しかしながら、このような従来の洗濯乾燥機は、湿り空気を排気フィルタ１１１から外
箱１０１と外槽１０２との間の空間に排出するので、この外箱１０１と外槽１０２との間
の空間に結露が生じて、カビ等が発生し易いという問題がある。また、給水口１０６に接
続される給水管１１４に、水が残留してカビ等が発生し易いという問題がある。また、排
気フィルタ１１１は、回転槽１０４の開口に面する外槽カバー１０３に設けられているの
で、この排気フィルタ１１１で回収された糸屑等が回転槽１０４内に落下して、この回転
槽１０４内の洗濯物に付着する虞がある。
【特許文献１】特開２００４－８５４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、この発明の課題は、外槽と外箱との間の結露や、給水通路への水の残留を防止
して、カビ等の発生を防止できる洗濯乾燥機を提供することにある。また、フィルタで回
収された糸屑が、回転槽内の洗濯物に付着することを防止できる洗濯乾燥機を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明の洗濯乾燥機は、
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　外箱内に配置された外槽と、
　上記外槽内に回転可能に配置された回転槽と、
　空気を吸入するための吸気口から、乾燥用空気を上記外槽に供給する空気供給部と、
　上記外槽に接続され、この外槽に洗濯水を供給する給水通路と、この外槽内の空気を排
出する排気通路とを兼ねる給水排気通路と、
　上記外箱に形成され、上記給水排気通路に連なる排気口と
を備えることを特徴としている。
【０００７】
　上記構成によれば、上記回転槽内に洗濯物が投入され、上記給水排気通路によって外槽
に水が供給され、この外槽内の回転槽が回転駆動されて、洗濯及びすすぎ運転が行われる
。また、上記空気供給部によって外槽に乾燥用空気が供給されて、乾燥運転が行われる。
この乾燥運転において、上記洗濯物から蒸発した水分を含む湿り空気は、外槽から給水排
気通路を経由して排気口から排出される。このように、湿り空気を外槽と外箱との間に排
出することなく外箱外に排出するので、従来のような外槽と外箱との間に結露が生じてカ
ビ等が発生する不都合を防止できる。また、上記給水排気通路は、給水通路として機能す
る際に水が残留しても、この残留した水は、排気通路として機能する際に外槽から排出す
る空気によって乾燥する。したがって、従来のような給水管に水が残留してカビ等が発生
する不都合を防止できる。
【０００８】
　なお、上記空気供給部は、乾燥用空気として常温の空気を外槽に供給してもよく、ある
いは、乾燥用空気として加熱された空気を外槽に供給してもよい。
【００１２】
　一実施形態の洗濯乾燥機は、上記吸気口と排気口は上記外箱の背面に形成されるととも
に、上記吸気口には吸気口を通過する空気に含まれる塵埃等を捕集する吸気フィルタを、
上記排気口には排気口を通過する空気に含まれる糸屑等を捕集する排気フィルタを備える
。
【００１３】
　上記実施形態によれば、上記排気口が外箱の背面に形成されるとともに、この排気口に
排気フィルタが設けられているので、従来のような外槽カバーに設けられたフィルタから
糸屑が落下して洗濯物に付着する不都合を防止できる。また、上記吸気フィルタと排気フ
ィルタが、外箱の背面に形成されているので、フィルタの洗浄等のメンテナンス作業を容
易に行うことができる。
【００１４】
　一実施形態の洗濯乾燥機は、上記吸気口と排気口のフィルタは、上記外箱の上面から各
々着脱されるように形成されている。
【００１５】
　上記実施形態によれば、外箱の背面が壁面等に近接するように洗濯乾燥機が配置されて
いるような場合においても、上記外箱の上面から、上記吸気フィルタと排気フィルタを容
易に各々着脱できる。したがって、メンテナンス作業を更に容易化できる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の洗濯乾燥機によれば、回転槽内の洗濯物から蒸発した水分を含む湿り空気を、
外槽に接続された給水排気通路を経由して排気口から外箱外に排出するので、従来のよう
な外槽と外箱との間に結露が生じてカビ等が発生する不都合を防止できる。また、上記給
水排気通路は、給水通路として機能する際に残留した水を、排気通路として機能する際に
外槽から排出する空気によって乾燥できるので、給水管に水が残留してカビ等が発生する
不都合を防止できる。
【００１７】
　本発明の他の側面の洗濯乾燥機によれば、回転槽内の洗濯物から蒸発した水分を含む湿
り空気を、外槽から排気通路を経由して排気口から外箱外に排出するので、従来のような
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外槽と外箱との間に結露が生じてカビ等が発生する不都合を防止できる。
 
【００１８】
　また、排気口が外箱の背面に形成され、かつ、この排気口の近傍にフィルタが設けられ
ているので、外槽カバーに設けられたフィルタから糸屑が落下して洗濯物に付着する不都
合を防止できる。また、上記吸気フィルタと排気フィルタが、外箱の背面に形成されてい
るので、フィルタの洗浄等のメンテナンス作業を容易に行うことができる。
【００１９】
　また、吸気フィルタと排気フィルタを、外箱の上面から容易に各々着脱できるので、メ
ンテナンス作業を更に容易化できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の洗濯乾燥機を図示の実施形態により詳細に説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の実施形態としての洗濯乾燥機を模式的に示した模式縦断面図であり、
図２は、この洗濯乾燥機の平面図である。
【００２２】
　本実施形態の洗濯乾燥機は、略直方体の外箱１と、この外箱１内に配置された有底円筒
形状の外槽としての水槽２と、上記水槽２内に鉛直軸回りに回転自在に配置され、洗濯物
を収容する有底円筒形状の回転槽としての洗濯槽３を備える。この洗濯槽３の底にパルセ
ータ３１を回転自在に配置し、このパルセータ３１と洗濯槽３とを、出力軸の接続先をク
ラッチ７１で切り替えて、モータ７で各々回転駆動するように形成されている。
【００２３】
　上記水槽２の上端には、開口部２４を有する外槽カバー２１が固定されており、この外
槽カバー２１と、上記開口部２４を開閉する内蓋２２とで、上記水槽２の内部を密閉する
ように形成されている。上記外箱１の上面には、外蓋１２で開閉される外開口部１１が設
けられており、この外開口部１１に、外槽カバー２１に向かう開口壁１３が連なっている
。この開口壁１３の下端は、外槽カバーの開口部２４を取り囲んでいる。上記外蓋１１と
内蓋２２を開き、上記外開口部１２と内開口部２４とを通して、洗濯槽３内に洗濯物を出
し入れするように形成されている。
【００２４】
　上記外箱１の背面には、吸気口１４と排気口１５が形成されている。この吸気口１４と
排気口１５は、外箱１の上面に近接し、かつ、互いに略同じ高さに隣接するように形成さ
れている（図１では、理解容易のため、互いに高さ方向にずらして示している）。上記吸
気口１４は、空気供給部としての乾燥ユニット４に接続されている。上記排気口１５は、
後述する給水排気箱５に連通している。
【００２５】
　上記外箱１の上面の背面側には、給水連結部６１が設けられ、この給水連結部６１に、
水道等の給水源に接続された給水ホースが連結されるようになっている。外箱１内に、上
記給水連結部６１の下流側に接続された電磁駆動の給水弁６が配置されている。この給水
弁６の下流側に、給水排気箱５が連通している。
【００２６】
　また、吸気口１４と排気口１５の縁部には、吸気フィルタ挿入口１６及び排気フィルタ
挿入口１７が形成されている。この吸気フィルタ挿入口１６及び排気フィルタ挿入口１７
には、吸気口１４から吸気される空気の塵埃等を捕集する吸気フィルタ１８及び排気口１
５から排気される空気の糸屑等を捕集する排気フィルタ１９が着脱自在に挿入されている
。この吸気フィルタ１８と排気フィルタ１９は、上記吸気フィルタ挿入口１６及び排気フ
ィルタ挿入口１７の開口部に嵌合する厚肉の嵌合部１９ａと、この嵌合部１９ａに連なり
、矩形の開口を有する薄肉のフレーム部１９ｂと、このフレーム部１９ｂの開口に設けら
れたメッシュ部１９ｃとを有する。この吸気フィルタ挿入口１６及び排気フィルタ挿入口
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１７に挿入された吸気フィルタ１８と排気フィルタ１９は、上記メッシュ部１９ｃが、上
記外箱１内の上記吸気口１４と排気口１５に夫々対向して収容されるようになっている。
【００２７】
　図３Ａは、上記給水排気箱５の近傍部分を示す縦断面図であり、図３Ｂは、上記給水排
気箱５の近傍部分を示す平断面図である。図３Ａは、図２及び３ＢのＡ-Ａ線に沿う断面
であり、図３Ｂは、図３ＡのＢ-Ｂ線に沿う断面である。
【００２８】
　給水排気箱５は、図３Ａ及び３Ｂに示すように、平断面において前後方向の寸法が幅方
向の寸法よりも長い箱体によって形成されている。この給水排気箱５の背面側、かつ、前
面から見て右側には、他の部分よりも底が深い段差部５１が形成されている。この段差部
５１の前面側の壁に段差開口部５２が設けられており、この段差開口部５２を取り囲むよ
うに袖状の連結部５３が前面側に突出している。上記段差部５１の底は、背面側から前面
側に向かうにつれて下り勾配に形成されている。
【００２９】
　上記給水排気箱５の連結部５３に、給水排気通路としてのフレキシブルホース５５の一
端が連結されている。このフレキシブルホース５５の他端は、上記外槽カバー２１の背面
側に設けられた給水排気口２５に接続されている。
【００３０】
　この給水排気箱５の背面には背面開口５６が形成されており、この背面開口５６と外箱
の排気口１５とが対向して、互いに連通している。この給水排気箱の背面開口５６と外箱
の排気口１５との間に、上記排気フィルタ１９が配置されている。
【００３１】
　上記給水排気箱５の側面に、上記給水弁６からの水が流入する給水開口が設けられてい
る。さらに、上記給水排気箱５の前面に、前面開口が設けられており、この前面開口から
、洗剤が投入された洗剤ケース５７を内部に収容するように形成されている。この前面開
口は、外箱の外開口部１２に連なる開口壁１３に形成された洗剤開口に連通しており、こ
の開口壁１３の洗剤開口から、洗剤が投入された洗剤ケース５７を着脱するようになって
いる。
【００３２】
　この給水排気箱５は、仕切り壁５８によって内部が２つに分割されている。この仕切り
壁５８は、段差部５１の前面から背面に向かって側面と平行に延びる奥行き部５８ａと、
この奥行き部と直角に延びて、給水排気箱５の背面と略平行の幅方向部５８ｂとを有する
。この仕切り壁の奥行き部５８ａの下部は、上記段差開口部５２を超えて連結部５３の先
端まで延在している。また、上記段差部５１の前面側の壁のうち、上記段差開口部５２の
前面から見て右側の部分の上側部分が、給水排気箱５の上端まで延在して、仕切り壁の前
面部５８ｃを形成している。これにより、給水排気箱５の内部が、上記段差開口部５２の
右側部分から背面開口５６に至る排気通路と、上記段差開口部５２の左側部分から給水開
口に至る給水通路とに分割されている。
【００３３】
　上記乾燥ユニット４は、図示しないヒータ、ファン、ファンモータ及びサーモスタット
を含んで構成されている。この乾燥ユニット４は、吐出口が給気ダクト４１の一端に接続
され、この給気ダクト４１の他端が、外槽カバー２１の背面側に設けられた給気口２６に
接続されている。この乾燥ユニット４は、上記ファンをファンモータで回転駆動して、外
箱の吸気口１４から空気を吸い込み、この空気をヒータで加熱して、乾燥空気としての高
温空気を、給気ダクト４１を介して水槽２内に送るようになっている。
【００３４】
　上記水槽２は、振動吸収機能を有するサスペンション９によって外箱１内に吊り下げら
れている。この水槽２の底には、この水槽２及び洗濯槽３の中の水を外箱１外に排出する
ための排水管８が設けられている。この排水管８には、電磁的に開閉駆動される排水弁８
１が介設されている。
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【００３５】
　上記洗濯槽３は有底円筒形状を有し、その周面には図示しない小孔が多数設けられてい
る。この周面の小孔を通して、洗濯槽３の内部と、洗濯槽３の外部かつ水槽２の内部とが
連通するようになっている。この洗濯槽３の上端縁には、振動を抑制するための環状のバ
ランサ３２が装着されている。
【００３６】
　上記外箱１内の上部の前側には、この洗濯乾燥機の動作を制御する制御装置が収納され
た電装品箱１００が配置されている。上記外箱１の上面の前側に、上記電装品箱１００内
の制御装置に対して入出力を行う操作パネルが設けられている。この操作パネルには、洗
濯乾燥機の動作設定の入力や起動又は停止の入力を操作者から受ける操作ボタンと、設定
内容や動作状況を表示する表示部が配列されている。
【００３７】
　上記構成の洗濯乾燥機は、以下のように動作する。
【００３８】
　まず、操作者によって、外蓋１１と内蓋２２が開かれて、洗濯槽３内に洗濯物が投入さ
れる。続いて、電源スイッチがオンにされ、操作パネルが操作されて、洗濯物の量や汚れ
度合いに応じた運転の設定が入力される。この後、運転開始ボタンがオンにされるに伴っ
て、入力された設定に沿った運転を開始する。本実施形態では、洗剤を用いた洗濯運転の
後に、すすぎ運転と乾燥運転とを行う場合を説明する。
【００３９】
　洗濯運転を開始すると、まず、給水弁６を開き駆動して給水を行う。この給水弁６から
の水は、給水排気箱５の給水開口を通って洗剤ケース５７に流入し、洗剤ケース５７内の
洗剤を洗い出して、給水排気箱の段差部５１に流下する。この洗剤を含んだ洗濯水は、段
差開口部５２を通って給水排気箱５から流出し、フレキシブルホース５５を介して外槽カ
バーの給水排気口２５から水槽２内に流入する。水槽２及び洗濯槽３内に、所定水位まで
水が供給されると、給水弁６を閉じ駆動して、給水を停止する。続いて、クラッチ７１で
モータ７の出力軸をパルセータ３１に接続し、モータ７に駆動電力を供給して、パルセー
タ３１を低速駆動する。これにより、洗濯槽３内に洗濯水の回転流れを生成し、洗濯物を
攪拌して洗濯動作を行う。
【００４０】
　洗濯動作が終了すると、排水弁８１を開き駆動して、水槽２及び洗濯槽３内の洗濯水を
排水管８によって排出する。
【００４１】
　洗濯水の排出が終了すると、排水弁８１を閉じ駆動し、給水弁６を開き駆動して、水槽
２内への給水を行う。このとき、洗剤ケース５７内の洗剤は洗い流されているので、給水
排気箱５からフレキシブルホース５５には、実質的に水のみが流入する。水槽２及び洗濯
槽３内に所定水位まで水が供給されると、給水弁６を閉じ駆動して給水を停止し、パルセ
ータ３１を低速駆動して、すすぎ運転を行う。
【００４２】
　水槽２及び洗濯槽３への給水と、パルセータ３１の駆動と、水槽２及び洗濯槽３からの
排水とのサイクルを所定回数行ってすすぎ運転が終了すると、脱水運転を行う。
【００４３】
　脱水運転では、クラッチ７１によってモータ７の出力軸の接続を洗濯槽３及びパルセー
タ３１に切り替えて、洗濯槽３及びパルセータ３１を高速回転する。これにより、洗濯槽
３内の洗濯物から遠心力によって水を取り除き、この水を洗濯槽３の周面の小孔から水槽
２内に排出する。脱水運転が終了すると、乾燥運転を行う。
【００４４】
　乾燥運転では、乾燥ユニット４を起動して、吸気口１４から吸い込んだ空気をヒータで
加熱してなる高温空気を、給気ダクト４１を介して水槽２内に供給する。これと共に、洗
濯槽３内のパルセータ３１を間歇的に回転駆動して、洗濯物のほぐし動作を行う。これに
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より、洗濯物の水分を蒸発させて洗濯物の乾燥を行う。洗濯物から蒸発した水分を含んだ
湿り空気は、水槽２内からフレキシブルホース５５を通って給水排気箱５に流入し、この
給水排気箱５内の排気通路を通って背面開口５６から流出し、排気フィルタ１９を通過し
て排気口１５から外箱１外に排出される。上記排気フィルタ１９によって、空気に含まれ
る糸屑等が除去される。
【００４５】
　上記乾燥運転において、水槽２内からの湿り空気は、水槽２と外箱１との間に排出され
ることなく外箱１外に排出されるので、従来のように外槽と外箱の間に排出された湿り空
気によって結露が生じることがない。したがって、水槽２と外槽１との間にカビ等が発生
する不都合を防止できる。
【００４６】
　また、洗濯運転及びすすぎ運転における給水によって、フレキシブルホース５５内に水
が残留しても、乾燥運転に上記フレキシブルホース５５を通る湿り空気によって、この残
留水が乾燥する。したがって、従来のような給水管に水が残留してカビ等が発生する不都
合を防止できる。さらに、乾燥運転において、フレキシブルホース５５から給水排気箱５
に流入する湿り空気の一部が、給水排気箱５の給水通路にも流れるので、この給水排気箱
５の給水通路部分や、洗剤ケース５７の乾燥をも行うことができる。このように、本実施
形態の洗濯乾燥機は、給水通路に残留する水を効果的に乾燥させることができるので、残
留水に起因して外箱１内にカビ等が発生する不都合を効果的に防止することができる。
【００４７】
　本実施形態の洗濯乾燥機では、乾燥運転に伴って排気フィルタ１９に糸屑等が溜まった
場合、排気フィルタ１９を、外箱１の上面のフィルタ挿入口１７から上方に引き出して、
洗浄を行う。この排気フィルタ１９は、外箱１の背面に設けられているので、従来のよう
に外槽カバーのフィルタから糸屑が落下して洗濯物に付着することが無い。また、従来の
ように外槽カバーのフィルタを引き出すために外蓋を開く必要が無い。しかも、排気フィ
ルタ１９と吸気フィルタ１８は、いずれも外箱１の背面に設けられて、外箱１の上面から
引き出すことができるので、少ない手間で取り外すことができる。したがって、フィルタ
１８，１９の洗浄等のメンテナンス作業を容易に行うことができる。
【００４８】
　上記実施形態において、フレキシブルホース５５が給水排気通路として機能したが、フ
レキシブルホース５５を給水給気通路として機能させてもよい。詳しくは、給水排気箱５
の背面開口に、乾燥ユニット４に連なる給気ダクト４１の他端を接続して、給水給気箱を
構成する。また、上記実施形態の外槽カバー２１の給気口２６に替えて排気口を形成し、
この外槽カバー２１の排気口と、外箱の排気口１５とをフレキシブルホース５５で接続す
る。そして、洗濯運転及びすすぎ運転において、給水給気箱とフレキシブルホース５５を
介して水槽２内に給水を行う一方、乾燥運転において、給水給気箱とフレキシブルホース
５５を介して水槽２内に高温空気を供給する。これにより、洗濯運転及びすすぎ運転にお
いて給水給気箱とフレキシブルホース５５に残留した水を、乾燥運転の高温空気によって
乾燥させることができる。したがって、給水に伴う残留水に起因して外箱１内にカビ等が
発生する不都合を効果的に防止することができる。
【００４９】
　なお、上記乾燥ユニット４は、ヒータに替えて、ヒートポンプで空気を加熱してもよい
。また、乾燥ユニット４に替えて、乾燥空気として常温の空気を送る送風ユニットを設け
てもよい。この場合、常温の空気を給水排気通路又は給水給気通路に流すことにより、給
水排気通路又は給水給気通路の残留水を乾燥させて、残留水に起因するカビ等の発生を防
止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の実施形態の洗濯乾燥機を示した模式縦断面図である。
【図２】図１の洗濯乾燥機の平面図である。
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【図３Ａ】給水排気箱の近傍部分を示す縦断面図である。
【図３Ｂ】給水排気箱の近傍部分を示す平断面図である。
【図４】従来の洗濯乾燥機を示した模式縦断面図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１　外箱
　２　水槽
　３　洗濯槽
　４　乾燥ユニット
　５　給水排気箱
　１４　吸気口
　１５　排気口
　２１　水槽カバー
　２２　内蓋
　５５　フレキシブルホース

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４】
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